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大気由来 129I 量の推定 
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日本各地における天水中の 129I 濃度を明らかにするため、天水中の 129I を AMS によって測定するための前

処理方法について検討した。また、海水の参照試料として、九州、四国地方で採取した海水の 129I 分析を実

施した。 
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１．目的 

現在、日本周辺海域における表層水中の 129I 濃度は約 2×107 atoms/l 程度であり、その多くは核実験起源に由来

するものであるとされている。しかし、核実験起源の代表的な放射性核種である 137Cs との原子数比を見ると、

5 前後であり Beasley らによるグローバルフォールアウトに対する評価値より一桁高い。また、Santschi による

と米国では欧州の再処理施設からの大気経由による 129I が降下しているとされている。このため、日本各地(数

点)における天水中の 129I 濃度レベルおよび季節変動を明らかにし、その原因について探る。 
 
 
２．方法 
 アスコルビン酸還元法により IO3

-を I-に還元した後、I-をキャリアとして約 1.5 mg 添加し、固

相抽出ディスク(3M EmporeTM Anion-SR）で I-を捕集した。捕集した I-を HNO3（1+13）で溶離し、

AgNO3 と反応させて AgI を得た。得られた AgI と Nb 粉を重量比で 1 対 2.5 の割合で混合、500
ポンドの力でプレスし、AMS 測定試料を調製した。 
また、海水試料は、試料約 1L をアスコルビン酸還元法によって IO3

-を還元した後、I-をキャリア

として約 1.5 mg 添加し、溶媒抽出法によって I-を抽出した。抽出した I-と AgNO3 の反応によって

AgI を生成させ、Nb 粉を重量比で 1 対 2.5 の割合で混合後、500 ポンドの力でプレスし、AMS 測

定試料を調製した。調製した試料を日本原子力研究開発機構 むつ事業所所有の AMS で測定し、
129I/127I 比を得た。尚、検出効率は、NIST3230 LevelⅠを海水で希釈したものを使用した。 
 
３．研究成果 
雨（試験研究棟） 12.9±0.26×107 atoms/L 
佐賀（33°37.0’N, 129°53.0’E） 0.7±0.16×107 atoms/L 
鹿児島（31°56.0’N, 130°02.0’E） 1.1±0.24×107 atoms/L 
愛媛（33°36.0’N,132°14.0’E） 1.1±0.15×107 atoms/L 
 
４．結論・考察 

今期は、むつ市で採取した雨水を対象とした測定および比較のために日本周辺海域での表層海水中の
129I 濃度を測定した。雨水中の 129I 濃度は、12.9±0.26×107 atoms/L であり、青森県を含む日本周辺

の表層海水中の濃度に比べ、一桁高いレベルであった（Shima et al., 2003）。雨水中の 129I 濃度の測定例と
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して、ヨーロッパ（ドイツ、スペイン、スウェーデン）では、108~1010 atoms/L であり(Szidat et al., 2000, 
Buraglio et al., 2001)、米国では 0.6~7×107 atoms/L であると報告されている(Morgan, et al., 1999)。さらに、

中央アジアの氷河中の表層から 40 cm までの 129I 濃度は、1~20×107 atoms/L であると報告されている

(Aizen & Kreutz, 2001)。以上のことから、雨水中の 129I 測定のための前処理法は適切であること

および雨水中の 129I 濃度は表層海水より高いことが明らかとなった。 
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